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□ 弱気継続 

シカゴコーン中心限月12月限の日足は、7/13高値371.00セント[6/18高値435.00セントから7/3安

値336.00セントまでの下落に対する3分の1戻し369.0セント]を戻り天井とした(7/23安値324.50セ

ント[06/10/31安値326.50セント。06/10/23以来の安値水準]・引け値325.50セント)。7/3安値更

新による下値達成感は無く、目先的に「7/3～13の上昇に対する1.5倍返し318.5セント」で下げ渋

らなければ、「倍返し301.0セント(節目300.0セント)」が視野に入る。また、318.5セントあたり

から戻す場合の上値メドは「7/3安値を大きく上回らない水準」となりそうだ。 

※ チャートは7/23大引け時点。 


